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工業用水法の指定と許可基準

特定の地域について地下水源の保全をはかり

工業用水の合理的な供給を確保する目的で成文さ

れた工業用水法は1956年発足以来すでに7地域

を指定し当初目的とした地盤沈下抑止にそれな

りの効果を収めるに至った.

この法律による新設井戸の規制は国家資金の

助成による低れんな水供給つまり工業用水道

の通水によって補償代替されることになっている

がその工業用水道は事業法の成文化に伴い地

方自治体の企業誘致熱と相まって年を追って事

業規模の拡大が行なわれ地盤沈下抑止の段階か

らいまや要地下水保全地域への給水源として

さらに未開発工業地帯への先行投資的対象とし

て重要な産業基礎施設の1つにのLあがってき

た.

しかし他方工業の伸びは設備投資の抑制にも

めげずきわめてたくましく工業用水法の指定

地の内外に設備投資が行なわれとくに指定地域

周辺にのびた工場施設はそこで新たに大量の地

下水をくみあげる結果折角の地下水の規制効果

はまわりから少しずつくずれかけている.そ

うした周辺にも逐次工業用水法の適用を進めな

いともはや真の施行効果はあげにくいとい

う新しい事態に直面していることは間違いない.

既設の井戸についても工業用水道の拡張･普

及と相まって通商産業局の活発た行政指導によ

って逐次切り替えが行たわれている.しかし製

紙とかパノレプ繊維関係あるいは染色などの工

場では従来の水経費が1m3当り1円｡2円とい

った価格であったので1m3当り4円･5円と

いった工業用水道の水を買うことにはちゅうち

ょし勝ちでつまり低廉な価格の工業用水道水

供給が工業用水法の施行効果をあげる上に大前

提とならざるをえないのである.
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工業用水法に基づく指定地域および井戸の許可基準の要約

地区

1.川崎

�恟

12.横

浜

別1指定牛.竿(公f水甲を苧!)

市東海道本線以東の地域

市蚕浜飾以南の神奈川区および鶴見

ふ名古屋市1･)搬灘搬要繊

2)騒紳蔑の鐵鱒

4･四日市市内部川および内部川との分岐点

以東の鈴鹿川以北で国道23号線と

の分岐､点以北の国道1号線および

国道23号線以東で三滝川以内の地

域

a大阪市')嚢鵜摺鰯線以東国

2)欝川曇離騒激

西淀川区(阪神電鉄以東の地域)

�

■3)上記以外の西淀川区此花区

6.尼崎市1)武庫川以東神崎川および左門殿

i鱒蟻数鰯

■地区の地域

12､上記の地域以外の地域

?苗凍凍螂至)椛川笈糊倣カ嶋蛸側2足

立は施川焚水路西側掌柵戸川

1x差禦地力趨暗線北側の鑑

蟻妻萱κ冷媒汀潟

井ηの許可基準

揚水機の吐出1コの断面積･･(以下省略)･･が46cm!以

下であるかまたは井戸のストレｰナの位置が･･(以

下省略)･･地表面下70m以深であること

21cm2を越えるものは70m以深であること

紀

1)46cm望以下のものは80m以深であること

2)46cm,を越えるものは300m以深であること

紀

1)46cm望以下のものは90m以深であること

2)46cm2を越えるものは180m以深であること

1)82cが以下のものは地表面下100m以深である

こと

2)82cm雪を越えるものは200m以深であること

紀

1)46cm2以下のものは80m以深であること

2)46cm2を越えるものは180m以深であること

1)46cm2以下のものは100m以深であること

紀

2)46cm里を越えるものはユ80m以深であること

;/l;ll:票1㌫鴛､=蝋裏ζ隻11と

/1)辺6cm2以下のものは110m以深であること

』2)46cm2を越えるものは200m以深であること

/1)46cm里以下のものは120m以深であること

工)炊が以γのもので湖搬以深で批^
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